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１ 

筆
者
が
能
面
「
雪
鬼
」
の
源
流
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
能
面
に
出
会
っ
た
の
は
、
一
九
九
七
年
二
月
、
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
に
あ
る
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
で
の
能
面
調
査
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
山
に
棲
む
鬼
女
ｌ
山
姥
ｌ
を
主
人
公
と
し
て
、
山
姥

の
山
廻
り
の
あ
り
さ
ま
を
描
く
能
《
山
姥
》
の
、
後
ジ
テ
の
み
に
用
い
る
特
殊
な
面
「
山
姥
」
と
ほ
ぼ
同
じ
造
形
で
あ
る
が
、
眉
が
違
っ

て
い
た
９
通
常
の
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ
の
よ
う
な
突
き
立
っ
た
眉
の
「
山
姥
」
に
対
し
、
そ
の
面
は
小
面
や
増
女
な
ど
の
よ
う
な
常
の
女
面
と

同
じ
く
、
高
い
黛
、
す
な
わ
ち
殿
上
眉
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
面
の
裏
に
は
「
天
下
一
近
江
」
の
焼
印
が
あ
り
、
こ
の
焼
印
を
信

じ
る
な
ら
ば
、
天
下
一
近
江
す
な
わ
ち
児
玉
近
江
二
七
○
四
年
没
）
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
【
写
真
１
．
２
］

そ
の
四
年
前
の
一
九
九
三
年
、
国
立
能
楽
堂
第
四
回
研
究
公
演
で
、
年
経
る
雪
が
凝
り
固
ま
っ
て
雪
鬼
と
な
っ
た
交
野
の
雪
鬼
の
女

能

一
一
高
い
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
は
「
雪
鬼
」
の
面
に
つ
な
が
る
か

面
「
雪
鬼
」
考

ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
所
蔵
の
高
い
掌
の
あ
る
「
山
姥
」

西
野
春
雄
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２ 

と
あ
る
「
雪
鬼
」
の
面
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
直
感
し
、
日
本
で
は
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
能
面
が
海
を
越
え
て
イ
タ
リ
ア
に

あ
っ
た
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
雪
鬼
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
一
新
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
一
種
「
雪
の
精
」
と
い
っ
て
い
い
）
を
シ
テ
と
す
る
廃
絶
曲
《
雪
鬼
》
を
復
曲
上
演
し
た
際
、
筆
者
は
能
本
作
成
を
担
当
し
た
が
、
演
出
の

羽
田
昶
氏
や
、
シ
テ
を
勤
め
た
香
川
靖
嗣
氏
、
制
作
側
の
油
谷
光
雄
氏
と
も
相
談
し
て
、
一
つ
の
雪
鬼
の
姿
を
想
定
し
た
。

そ
れ
は
、
雪
の
清
浄
た
る
清
ら
か
さ
と
美
し
さ
の
中
に
、
狂
気
め
い
た
鬼
性
も
含
む
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
表
現
す
る
後
ジ

テ
の
面
の
選
択
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
は
二
日
間
の
公
演
で
あ
っ
た
の
で
、
初
日
に
は
、
清
浄
た
る
美
し
さ
を
表
現
す
べ
く
気
品

の
あ
る
「
増
女
」
を
用
い
、
二
日
目
に
は
、
神
性
を
帯
び
、
や
や
狂
気
め
い
た
「
マ
ス
カ
ミ
」
を
用
い
た
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
ス

テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
の
こ
の
面
こ
そ
、
現
存
す
る
最
古
の
装
束
付
で
あ
る
『
舞
芸
六
輪
之
次
第
」
（
永
正
頃
、
一
五
○
四
’
一
五
二
○
年
、

焔
世
紀
前
半
の
下
掛
り
の
演
出
を
伝
え
る
）
に
、

し
か
し
、
こ
れ
は
筆
者
の
勉
強
不
足
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
数
年
の
間
、
調
査
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
日
本
に
も
高

い
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
の
面
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
般
に
、
山
に
棲
む
鬼
女
「
山
姥
」
に
は
高
黛
が
な
い
の
で
、

通
常
の
「
山
姥
」
の
概
念
か
ら
す
れ
ば
逸
脱
し
た
面
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
今
日
み
な
「
山
姥
」
と
ぎ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
掲
の

「
能
面
「
山
姥
」
の
位
相
」
に
、
そ
う
し
た
作
例
の
い
く
つ
か
を
示
し
た
。

一
、
雪
鬼
。
し
て
ハ
、
ま
へ
（
「
女
」
脱
）
の
出
立
。
後
ハ
山
う
ば
の
ご
と
し
。
わ
き
、
そ
う
也
。

三
曰
本
に
も
あ
っ
た
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
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３能面「雪鬼」考

た
い
。

ま
た
「
山
姥
」
の
面
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
所
蔵
の
能
面
の
よ
う
な
黛
の
あ
る
面
は
例
外
的
な
面
で
あ
り
、
先
学
も
黛
の
あ
る

山
姥
の
面
に
触
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
ヤ
マ
ア
ラ
シ
様
式
の
面
に
も
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
能
面
の
図
録
を
眺
め
た
だ
け
で
も
、
実

み

に
多
様
な
造
形
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
大
い
に
参
考
に
な
る
の
が
内
藤
泰
一
一
『
観
る
ｌ
愛
面
居
士
の
能
面
探
究
辨
ｌ
』
（
内
藤

泰
二
著
述
集
刊
行
会
発
行
、
わ
ん
や
書
店
製
作
、
一
九
九
一
一
一
年
）
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
山
姥
」
の
相
貌
が
う
か
が
わ
れ
る
（
同
書
、
七
一
一
’
七
三

頁
、
一
一
九
一
一
’
二
九
八
頁
）
が
、
そ
の
前
に
、
能
の
「
山
姥
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
、
作
品
に
即
し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

私
は
、
こ
れ
ら
の
中
に
、
か
つ
て
は
「
雪
鬼
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
能
《
雪
鬼
》
が
廃
絶
し
た
た
め
に
、
類
似
面
の
「
山
姥
」
に
含
ま

れ
た
り
、
あ
る
い
は
改
造
さ
れ
た
り
し
た
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
で
触
れ
る
こ
と
に
し

周
知
の
よ
う
に
能
《
山
姥
》
は
、
名
誉
の
曲
舞
と
絶
讃
さ
れ
た
「
山
姥
の
曲
舞
」
を
中
心
に
据
え
て
構
想
さ
れ
た
雄
大
な
能
で
あ
る
。

作
者
は
世
阿
弥
（
’
一
一
一
六
一
一
Ｔ
一
四
四
一
一
一
？
年
）
の
可
能
性
が
高
く
、
「
申
楽
談
儀
」
能
書
く
様
に
も
、

と
あ
り
、
当
御
前
、
す
な
わ
ち
今
の
将
軍
（
足
利
義
持
か
義
教
）
の
前
で
世
阿
弥
自
身
、
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
作
品
に
流
れ

る
、
是
非
を
超
越
し
た
境
地
を
示
す
「
却
来
」
の
思
想
や
、
文
辞
・
脚
色
の
点
か
ら
推
測
し
て
、
世
阿
弥
晩
年
（
六
十
歳
以
降
）
の
「
作
り

祝
言
の
外
に
は
、
井
筒
・
道
盛
な
ど
、
直
ぐ
な
る
能
な
り
。
実
盛
・
山
姥
も
、
そ
ば
へ
行
き
た
る
所
あ
り
。
殊
に
、
神
の
御
前
、
晴

の
申
楽
に
、
道
盛
し
た
き
な
り
と
存
ず
れ
ど
も
、
上
の
下
知
に
て
、
実
盛
・
山
姥
を
当
御
前
に
て
せ
ら
れ
し
な
り
。

四
山
姥
と
は
何
か
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４ 

能
」
す
な
わ
ち
虚
構
能
の
可
能
性
が
強
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
山
姥
の
山
廻
り
を
語
る
「
山
姥
の
曲
舞
」
を
得
意
と
し
、
そ
の
た
め
百
万
山
姥
と
揮
名
さ
れ
た
都
の
遊
女
が
、
供
人
と
と
も

に
善
光
寺
詣
の
途
中
、
乗
り
物
も
叶
わ
ぬ
険
し
い
上
路
越
え
を
志
し
、
歩
み
始
め
た
時
、
急
に
日
が
暮
れ
る
不
思
議
に
逢
う
。
途
方
に
暮

れ
て
い
る
と
、
宿
を
貸
そ
う
と
、
山
の
女
が
現
れ
る
。
女
は
、
遊
女
に
永
年
の
望
み
で
あ
る
「
山
姥
の
曲
舞
」
を
所
望
し
、
そ
の
た
め
に

日
を
暮
ら
し
た
、
実
は
自
分
が
真
の
山
姥
で
、
私
の
事
を
歌
っ
て
名
声
を
得
た
の
に
、
少
し
も
心
に
か
け
て
く
れ
な
い
恨
み
を
述
べ
に
現

れ
た
の
だ
と
告
げ
る
。
驚
い
て
、
お
ず
お
ず
と
拍
子
を
取
ろ
う
と
す
る
遊
女
に
、
女
は
、
と
て
も
の
こ
と
に
、
日
が
暮
れ
、
月
の
夜
に
歌

う
時
、
私
も
真
実
の
姿
を
見
せ
、
移
り
舞
い
を
舞
お
う
と
告
げ
て
消
え
る
。

道
案
内
の
里
人
が
、
供
の
男
の
質
問
に
答
え
て
、
山
姥
に
は
、
山
の
ド
ン
グ
リ
が
な
る
、
あ
る
い
は
ト
コ
ロ
が
な
る
、
あ
る
い
は
神
社

の
鰐
口
が
、
あ
る
い
は
山
中
の
城
壁
の
木
戸
が
な
っ
た
な
ど
と
い
う
山
姥
の
出
自
に
つ
い
て
の
珍
説
を
披
露
す
る
。
そ
の
夜
、
降
り
注
ぐ

月
光
の
中
、
遊
女
が
舞
い
始
め
る
と
、
怪
異
な
姿
の
山
姥
が
現
れ
る
。
そ
し
て
深
山
幽
谷
の
姿
を
描
写
し
、
邪
正
一
如
、
善
悪
不
二
の
哲

理
を
説
き
つ
つ
、
「
山
姥
の
曲
舞
」
を
舞
い
、
山
廻
り
の
様
子
を
見
せ
る
。
す
な
わ
ち
山
姥
の
素
性
生
業
を
語
り
、
色
即
是
空
の
真
理
を

説
き
、
春
秋
冬
に
、
花
月
雪
を
た
ず
ね
て
山
ま
た
山
を
廻
る
さ
ま
を
見
せ
、
や
が
て
、
い
ず
く
と
も
な
く
消
え
て
行
く
。

こ
の
よ
う
に
、
山
姥
は
決
し
て
害
を
な
す
悪
い
鬼
で
は
な
い
。
劇
中
で
は
、
彼
女
は
、
自
ら
の
こ
と
を
「
鬼
女
と
は
女
の
鬼
と
や
、
よ

し
鬼
な
り
と
も
人
な
り
と
も
、
山
に
棲
む
女
な
ら
ば
、
わ
ら
は
が
身
の
上
に
て
は
ざ
む
ら
は
ず
や
」
と
歌
い
、
真
実
の
姿
を
現
し
た
山
姥

は
、
「
山
姥
の
曲
舞
」
を
舞
い
、
山
姥
の
山
廻
り
の
様
子
を
見
せ
る
。
そ
し
て
「
一
念
化
生
の
鬼
女
と
な
っ
て
、
目
前
に
来
た
れ
ど
も
、

邪
正
一
如
と
見
る
時
は
、
色
即
是
空
そ
の
ま
ま
に
、
仏
法
あ
れ
ば
世
法
あ
り
、
煩
悩
あ
れ
ば
菩
提
あ
り
、
仏
あ
れ
ば
衆
生
あ
り
、
衆
生
あ

れ
ば
山
姥
も
あ
り
」
と
説
き
、
「
憂
き
世
を
廻
る
一
節
も
、
狂
言
綺
語
の
道
直
ぐ
に
、
讃
仏
乗
の
因
ぞ
か
し
」
と
告
げ
、
山
ま
た
山
を
廻
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５能面「雪鬼」考

り
、
い
ず
く
と
も
な
く
消
え
て
行
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
山
姥
は
、
た
ん
に
山
に
棲
む
姥
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
鬼
め
い
た
山
の
仙
女
か
妖
精
か
、
は
た
ま
た
山
そ
の
も
の
か
、

あ
る
い
は
自
然
そ
の
も
の
象
徴
と
も
、
四
季
の
移
り
ゆ
く
神
秘
と
も
感
じ
ら
れ
る
、
不
思
議
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
山
を
廻
っ
て

や
ま
ぬ
そ
の
姿
は
、
人
生
の
輪
廻
、
流
転
の
象
徴
で
あ
り
、
輪
廻
の
苦
か
ら
の
が
れ
ら
れ
な
い
人
間
そ
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
に
〈
山
姥
》
は
作
品
の
主
題
が
仏
教
思
想
的
な
哲
理
に
基
づ
く
た
め
、
表
象
の
手
段
も
甚
だ
難
し
い
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。
面
打
ち
た
ち
は
、
こ
こ
を
手
が
か
り
に
造
形
し
創
作
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
に
棲
む
鬼
女
と
い
っ
て
も
、
能
〈
山
姥
》
は
山

の
妖
精
に
近
い
の
で
、
姥
す
な
わ
ち
老
女
の
造
作
を
基
調
に
し
な
が
ら
も
、
眼
に
金
環
を
は
め
る
な
ど
、
超
自
然
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
示
す
工
夫
も
施
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
姥
と
い
っ
て
も
、
老
女
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
毛
書
き
が
白
髪
を
交
え
て
あ
る
く
ら
い

で
、
他
は
写
実
的
な
表
現
を
廃
し
、
鬼
女
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
山
の
霊
気
と
い
っ
た
よ
う
な
存
在
、
強
さ
と
凄
さ
を
中
心
に
創
作
ざ

れ
て
い
る
の
に
気
が
つ
く
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
能
面
の
造
形
に
も
及
ぶ
。
後
掲
の
能
面
「
山
姥
」
の
位
相
に
示
し
た
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情

の
「
山
姥
」
の
面
が
工
夫
さ
れ
た
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
〈
山
姥
》
の
詞
章
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

お
ど
る

ツ
レ
姿
一
一
一
一
口
葉
は
人
な
れ
ど
も
、
シ
テ
髪
に
は
荊
鰊
の
雪
を
戴
き
、
ツ
レ
眼
の
光
は
星
の
ご
と
し
、

色
は
、
ツ
レ
ざ
丹
塗
り
の
、
軒
の
瓦
の
鬼
の
形
を
、
ツ
レ
今
宵
初
め
て
見
る
こ
と
を
：
．
。

五
能
面
「
山
姥
」
の
位
相

シ
テ
さ
て
面
の
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６ 

そ
の
結
果
、
非
常
に
恐
ろ
し
い
表
情
の
鬼
女
と
い
っ
た
相
貌
の
も
の
か
ら
、
額
に
雛
を
描
き
老
女
の
面
影
を
強
調
し
た
も
の
ま
で
、
実

に
様
々
な
「
山
姥
」
が
創
作
さ
れ
た
。
眉
は
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ
の
よ
う
に
突
き
立
っ
た
眉
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
高
黛

を
書
い
た
も
の
ま
で
あ
り
、
毛
描
き
の
起
筆
も
、
垂
直
な
も
の
か
ら
斜
め
に
流
れ
て
い
る
も
の
ま
で
あ
る
。
異
様
に
光
る
目
も
、
ド
ン
グ

リ
の
よ
う
な
形
も
あ
れ
ば
、
ア
ー
モ
ン
ド
型
も
あ
る
。
開
い
た
口
も
、
そ
し
て
歯
に
も
、
特
徴
が
あ
る
。
顎
も
、
角
ば
っ
た
も
の
か
ら
、

こ
う
し
た
「
山
姥
」
の
面
の
造
形
の
な
か
で
、
私
が
最
も
注
目
し
た
い
の
が
彩
色
で
あ
る
。
赤
銅
色
し
た
野
生
的
な
面
か
ら
、
茶
褐
色
、

黄
土
色
、
象
牙
色
、
あ
る
い
は
代
潴
色
、
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
赤
い
色
、
美
し
い
珊
瑚
色
、
白
桃
の
よ
う
な
乳
白
色
や
、
白
に
近
い
品
の
よ

い
面
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
掲
の
「
能
面
「
山
姥
」
の
位
相
」
に
表
示
し
た
の
で
、
ご
参
看
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
口
絵
に
は
、
自
分
で

撮
影
し
た
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
所
蔵
の
高
い
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
と
、
橋
岡
一
路
氏
の
撮
影
に
な
る
宝
生
宗
家
の
「
替
山
姥
」
、
そ

れ
に
観
世
文
庫
蔵
の
白
き
「
山
姥
」
の
写
真
の
み
を
掲
載
し
た
が
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
橋
岡
一
路
氏
、
観
世
文
庫
、
見
市
泰

男
氏
、
宮
本
圭
造
氏
、
門
脇
幸
江
氏
、
杉
山
未
菜
子
氏
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
、
篤
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
そ
の
ほ
か

の
作
例
に
つ
い
て
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
図
録
を
参
照
し
た
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

な
お
、
能
面
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
江
戸
初
期
以
降
の
場
合
、
裏
面
の
刻
印
や
墨
署
名
や
極
め
な
ど
に
よ
り
、
お
お
む
ね
確
定
で
き
る

が
、
室
町
時
代
や
桃
山
時
代
の
も
の
は
、
か
な
り
む
ず
か
し
く
、
伝
承
に
よ
る
の
も
あ
る
の
で
参
考
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

リ
の
よ
う
な
形
も
あ
れ
ば
、

細
く
丸
い
も
の
ま
で
あ
る
。

さ
て
彩
色
に
着
目
す
る
と
、
乳
白
色
の
「
山
姥
」
か
ら
、
少
し
赤
み
を
帯
び
た
も
の
、
さ
ら
に
赤
く
野
性
的
な
も
の
か
ら
、
端
正
な
相

六
宝
生
宗
家
の
巷
山
姥
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７能面「雪鬼」考

貌
の
も
の
、
あ
る
い
は
奇
っ
怪
な
面
ま
で
あ
る
。

な
か
で
も
最
も
眼
を
惹
く
の
が
宝
生
流
本
面
（
重
要
美
術
品
）
で
、
宝
生
宗
家
で
「
替
山
姥
（
か
わ
り
や
ま
ん
ば
）
」
と
呼
ん
で
い
る
龍
右

衛
門
作
の
、
白
い
彩
色
が
特
色
の
「
山
姥
」
で
あ
る
（
本
稿
で
は
「
巷
り
山
姥
」
と
表
記
す
る
）
。

筆
者
は
、
二
○
○
六
年
夏
の
虫
干
し
の
折
、
橋
岡
一
路
氏
の
ご
高
配
に
よ
り
、
こ
の
「
替
山
姥
」
を
親
し
く
手
に
取
っ
て
拝
見
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
が
、
類
例
の
な
い
、
実
に
不
思
議
な
「
山
姥
」
で
あ
る
。
【
写
真
３
】

こ
の
面
に
つ
い
て
は
、
橋
岡
氏
が
「
宝
生
家
の
能
面
（
一
一
一
十
三
）
Ｉ
山
姥
に
つ
い
て
Ｉ
替
山
姥
」
（
「
宝
生
」
一
一
○
○
一
一
年
五
月
号
）
に

お
い
て
、
写
真
（
モ
ノ
ク
ロ
）
と
と
も
に
、
そ
の
造
形
の
特
色
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
、
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。
筆

者
は
、
二
○
○
六
年
九
月
一
一
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
大
学
で
開
か
れ
る
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Ｓ
（
日
本
資
料
専
門
家
欧
州

協
会
）
の
年
次
大
会
で
「
能
面
『
雪
鬼
』
老
」
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、
彩
色
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
の
た
め
、
実
物
を
拝

見
し
た
い
と
お
願
い
し
た
の
で
あ
る
。
折
よ
く
虫
干
し
の
日
に
希
望
が
叶
い
、
宝
生
和
英
氏
も
同
席
さ
れ
、
間
近
く
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

こ
の
「
替
り
山
姥
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
野
上
豊
一
郎
博
士
が
『
能
面
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
一
一
一
六
’
三
七
年
）
で
取
り
上
げ
、
第
七
回

配
布
の
分
「
能
面
略
解
」
で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

図
版
第
八
十
八
「
山
姥
」
龍
右
衛
門
作

竪
六
寸
八
分
幅
四
寸
六
分

宝
生
流
本
面
（
重
要
美
術
品
）
宝
生
重
英
氏
蔵
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８ 

野
上
博
士
は
、
こ
の
「
山
姥
」
が
非
常
に
女
性
的
で
あ
る
こ
と
、
凄
さ
は
あ
り
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
ま
で
の
柔
ら
か
さ
が
出
て
い
る
こ

と
、
彩
色
も
「
白
粉
を
塗
っ
た
如
き
白
さ
」
に
し
、
歯
列
も
「
女
」
面
の
よ
う
に
下
唇
を
欠
く
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
私
は
、
特
に
彩

色
が
「
白
粉
を
塗
っ
た
如
き
白
さ
」
に
着
目
し
た
い
。
橋
岡
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
白
さ
は
陶
土
の
粒
子
に
よ
る
も
の
で
、
「
雲
母

彩
色
」
の
よ
う
な
白
さ
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
替
り
山
姥
」
に
つ
い
て
の
橋
岡
氏
の
分
析
と
記
述
は
、
微
に
入
り
細
に
入
り
、
実
に
克
明
で
、
か
つ
全
体
像
を
明
確
に
伝
え
、

こ
の
面
の
特
質
を
十
分
に
伝
え
て
い
る
の
で
、
適
宜
、
引
用
し
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

、
、

一
種
の
鬼
女
の
面
で
、
『
山
姥
」
の
後
ジ
テ
に
専
用
一
さ
れ
る
。

「
山
姥
」
の
作
に
は
赤
鶴
（
観
世
）
・
徳
若
（
金
剛
）
・
福
来
（
金
春
）
等
が
あ
っ
て
、
型
と
し
て
は
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
宝
生
の
此

、
、
、

の
龍
右
衛
門
作
は
甚
し
く
変
っ
た
、
も
の
で
、
宝
生
流
に
於
い
て
も
替
型
と
称
し
て
居
る
。
そ
れ
は
非
常
に
女
性
的
で
あ
る
こ
と
が
特

長
に
な
っ
て
居
る
。
普
通
に
「
山
姥
」
の
面
は
山
に
棲
む
鬼
女
の
面
で
あ
る
か
ら
、
強
さ
と
凄
さ
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
の
に
、

、
、

、
、
、

龍
右
衛
門
作
の
は
作
者
が
作
者
だ
け
に
、
凄
竺
｛
」
は
あ
り
な
が
ら
も
、
或
る
程
度
ま
で
の
柔
か
さ
が
出
て
居
る
。
そ
の
柔
か
さ
を
表
は

す
た
め
に
、
作
者
は
頬
を
細
め
に
し
て
、
人
間
の
老
女
を
思
は
せ
る
が
如
き
工
作
を
加
へ
、
彩
色
も
典
型
的
の
「
山
姥
」
の
如
く
赤

、
、

赤
と
し
た
血
色
で
は
な
く
、
白
粉
を
塗
っ
た
如
き
白
呉
（
」
に
し
、
歯
列
も
「
女
」
面
の
如
く
下
唇
に
そ
れ
を
欠
ぎ
、
す
べ
て
の
「
山

姥
」
の
中
で
の
最
も
女
性
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
山
姥
」
の
用
ひ
ら
れ
る
時
の
扮
装
は
、
姥
鬘
に
着
附
厚
板
・
唐
織
・
半
切
で
鹿
背
杖
を
つ
く
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
頭
は
し
ば

し
ば
白
頭
に
す
る
。
（
傍
点
は
原
文
の
ま
ま
。
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
）
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９能面「雪鬼」考
と
ち

橋
岡
氏
の
分
析
の
概
要
を
示
す
と
、
①
ま
ず
素
材
が
桧
に
比
べ
重
さ
が
倍
に
Ｊ
、
な
る
「
橡
」
で
あ
る
こ
と
、
②
形
が
一
般
の
「
山
姥
」

に
比
べ
平
坦
で
１
セ
ン
チ
も
低
い
こ
と
、
③
前
頭
骨
が
突
き
出
て
い
て
、
横
に
三
本
の
鞍
が
あ
る
こ
と
、
④
コ
メ
カ
ミ
か
ら
頭
頂
を
極
端

き
ん
し
ゆ
く

に
落
と
し
て
い
る
こ
と
、
⑤
眉
は
太
く
大
き
く
誇
張
し
、
⑥
箸
縮
に
は
骨
は
、
左
に
二
本
、
右
に
一
二
本
の
雛
が
あ
り
、
雛
の
溝
に
は
臓

し
ず

脂
が
隈
取
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑦
眼
窩
は
大
き
く
窪
み
、
そ
の
ゆ
る
や
か
に
窪
ん
だ
眼
窩
に
は
、
こ
の
世
の
ｊ
Ｄ
の
で
な
い
金
物
を
填
め

た
目
が
、
左
は
天
を
、
右
は
地
を
見
据
え
て
い
る
こ
と
、
⑧
二
重
瞼
で
、
目
玉
に
は
幅
咀
ミ
リ
、
長
さ
妬
ミ
リ
の
楕
円
の
金
具
を
嵌
め
、

目
穴
を
半
眼
に
し
て
い
る
こ
と
、
⑨
鼻
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
一
一
一
方
に
脹
ら
み
を
持
た
な
い
大
胆
な
三
角
形
で
、
そ
の
両
側
に
申
し
訳

程
度
に
小
鼻
を
可
愛
く
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
、
⑩
頬
は
肉
付
き
が
な
く
、
顛
骨
か
ら
顎
に
か
け
て
な
だ
ら
か
に
滑
り
降
り
て
い
る
こ
と
、

⑪
口
は
口
元
を
落
と
し
、
薄
い
下
唇
を
も
っ
た
口
が
旧
ミ
リ
だ
け
開
け
ら
れ
、
強
い
意
志
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
⑫
歯
は
し
っ
か
り
と
角

張
っ
た
六
枚
の
上
歯
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
⑬
顎
は
厳
つ
い
相
貌
に
は
似
合
わ
ず
幅
泌
ミ
リ
の
小
さ
め
な
四
角
い
顎
で
、
や
や
顎
長
で
あ
る

そ
し
て
、
⑭
彩
色
が
龍
右
衛
門
初
期
の
鎌
倉
時
代
に
見
ら
れ
る
「
花
の
小
面
」
と
同
じ
白
土
彩
色
（
陶
土
）
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
ら

に

れ
た
。
下
地
に
「
丹
」
を
塗
り
込
め
て
、
上
塗
り
に
陶
土
で
あ
る
白
土
を
薄
く
塗
っ
て
、
下
地
の
丹
塗
り
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
で
あ
る

こ
と
、
⑮
そ
の
表
面
は
、
「
あ
た
か
も
雲
母
彩
色
の
よ
う
に
陶
土
の
粒
子
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
、
妖
精
の
霊
気
が
ひ
し
ひ
し
と
迫
る
思
い

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、
⑯
姥
鬘
の
白
の
上
に
黒
の
毛
書
を
引
く
一
般
の
手
法
と
は
逆
に
「
黒
地
に
白
の
盛
り
上
が
り
に
よ
る
毛
書
と
見

え
る
白
線
が
、
な
ん
と
刀
に
よ
る
毛
彫
り
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
「
太
く
、
細
く
、
浅
く
、
深
く
、
変
幻
自
在
、
行
く
処
を
知

ら
な
い
強
い
刻
線
」
が
物
凄
い
技
で
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
⑰
眉
に
は
針
金
の
よ
う
に
鋭
く
強
い
眉
毛
が
切
り
立
ち
、
⑱
唇

は
薄
く
、
⑲
歯
は
金
泥
で
塗
り
、
上
半
分
だ
け
黒
く
墨
入
れ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
⑳
類
例
を
見
な
い
宝
生
流
の
「
替
り
山
姥
」
は
、

が
す
る
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
と
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。
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１０ 

「
強
靭
な
骨
格
に
、
強
い
性
格
を
内
に
秘
め
つ
つ
、
若
々
し
い
「
老
婆
」
と
し
て
、
女
性
の
美
し
さ
を
よ
く
も
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
」

と
結
ば
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
橋
岡
氏
の
文
章
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
が
、
こ
の
「
替
り
山
姥
」
の
最
大
の
特
色
は
、
あ
た
か
も
雲
母
彩
色
の
よ
う
に
陶

土
の
粒
子
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
沢
を
放
ち
、
妖
精
の
霊
気
が
迫
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
う
。
し
か
も
、
こ
の
世
の
者
で
な
い
超
自
然

し
ず

的
な
存
在
を
象
徴
す
る
金
環
を
填
め
た
眼
は
、
同
じ
く
金
環
を
嵌
め
た
他
の
面
よ
り
も
奥
深
く
、
年
老
い
て
は
い
る
が
気
ロ
叩
が
あ
り
、
ま

さ
に
「
白
い
雪
の
精
霊
」
を
坊
佛
と
さ
せ
る
。
こ
の
面
は
、
宝
生
流
で
は
、
特
別
演
出
「
白
頭
」
の
時
に
の
み
用
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
見

て
き
た
「
山
姥
」
面
の
中
で
は
、
最
も
品
格
の
あ
る
、
穏
か
な
「
山
姥
」
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
の
「
替
り
山
姥
」
に
、
能
面
「
雪

鬼
」
を
解
明
す
る
鍵
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
考
え
る
が
、
そ
の
前
に
、
雪
鬼
と
は
、
い
っ
た
い
何
か
を
検
討
し
よ
う
。

雪
鬼
と
は
何
か
。
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
『
怪
談
」
に
登
場
す
る
「
雪
女
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
『
広
辞
苑
』

に
は
「
雪
の
精
が
な
る
と
い
う
鬼
。
雪
女
の
類
」
と
あ
り
、
「
雪
女
」
の
項
目
に
は
「
地
方
の
伝
説
で
、
大
雪
の
夜
な
ど
に
出
る
と
い
う

雪
の
精
。
白
い
衣
を
着
た
女
の
姿
で
現
れ
る
と
い
う
。
雪
女
郎
。
雪
娘
」
と
あ
る
。
ほ
か
の
辞
書
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
能
《
雪
鬼
〉
に
触
れ

た
解
説
は
な
い
。
廃
絶
曲
で
あ
る
か
ら
無
理
も
な
い
が
、
雪
鬼
の
出
自
を
知
る
た
め
に
も
、
能
の
《
雪
鬼
》
の
内
容
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

こ
の
能
は
、
世
阿
弥
作
の
《
井
筒
》
や
金
春
禅
竹
（
一
四
○
五
’
一
四
七
○
年
？
）
作
の
《
杜
若
》
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
中
世
に
親
し

ま
れ
た
『
伊
勢
物
語
」
の
注
釈
書
を
主
な
素
材
と
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
徳
江
元
正
氏
所
蔵
の
『
伊
勢
物
語
当
流
抄
」
の
記
事
、

す
な
わ
ち
、
文
徳
天
皇
住
吉
行
幸
の
段
の
「
岸
の
姫
松
い
く
代
経
ぬ
ら
む
」
の
「
姫
松
」
の
注
に
「
む
か
し
ハ
ゆ
き
の
せ
い
も
女
に
な
り
、

七
〈
雪
鬼
》
と
は
何
か
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１１能面「雪鬼」考

業
平
に
ま
ミ
ヘ
、
仏
果
を
得
た
り
」
と
あ
る
記
事
や
、
関
東
の
武
家
歌
人
と
お
ぼ
し
き
衲
嬰
馴
窓
が
編
纂
し
、
永
正
十
一
年
二
五
一
四
）

に
成
っ
た
私
撰
集
『
雲
玉
和
歌
集
』
所
載
の
歌
が
伝
え
る
、
次
の
よ
う
な
説
話
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌
が
少
し
形
を
変
え
な
が
ら
も
、
こ
の
能
の
主
題
歌
の
よ
う
な
働
き
を
な
し
て
い
る
。

内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
一
所
不
住
の
僧
が
河
内
の
交
野
で
、
に
わ
か
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
行
き
暮
れ
て
し
ま
う
。
す
る
と
、

里
の
女
が
現
れ
、
こ
こ
は
、
昔
、
鷹
狩
り
に
来
た
業
平
が
大
雪
に
遭
い
、
「
い
か
に
せ
ん
交
野
の
御
野
狩
衣
、
濡
れ
ぬ
宿
か
す
人
し
な
け

れ
ば
」
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
、
里
の
女
が
現
れ
て
宿
を
貸
し
、
業
平
は
契
り
を
こ
め
、
女
を
都
に
連
れ
て
帰
っ
た
が
、
春
に
な
る
と
、
女
は

日
陰
に
消
え
て
し
ま
っ
た
、
こ
れ
が
交
野
の
雪
鬼
の
女
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
雪
鬼
の
出
自
を
物
語
り
（
ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
）
、
や
が
て

自
分
の
正
体
を
暗
示
し
、
雪
の
中
に
姿
を
消
す
（
中
入
）
。
交
野
の
里
の
男
が
僧
の
問
い
に
答
え
て
雪
鬼
の
女
の
物
語
を
し
、
そ
の
夜
、
旅

、

の
僧
が
雪
鬼
の
跡
を
弔
っ
て
い
る
と
、
雪
鬼
の
女
が
姿
を
見
せ
、
弔
い
を
感
謝
し
、
白
光
清
浄
た
る
雪
世
界
の
中
、
月
下
に
花
の
袖
を
翻

し
、
夜
遊
の
舞
を
舞
い
、
夜
明
け
と
と
も
に
、
美
し
い
雪
の
曙
の
光
の
中
に
、
薄
雪
と
な
っ
て
消
え
て
い
く
。

こ
の
〈
雪
鬼
》
で
語
ら
れ
る
説
話
と
同
様
の
話
が
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
以
後
、
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
以
前
に
成
立
し
た
『
長

業
平
朝
臣
の
歌
に

わ
け
つ
つ
や
雪
の
か
た
の
の
夕
暮
に
ぬ
れ
ぬ
宿
か
す
人
し
な
き
か
な

か
く
よ
み
給
ひ
し
に
、
ひ
と
り
の
女
き
た
り
て

春
ま
で
の
ち
ぎ
り
は
露
も
し
ら
雪
の
ぬ
れ
ぬ
や
ど
り
を
か
り
の
身
に
し
て

一
夜
ち
ぎ
り
て
と
も
な
ひ
か
へ
り
し
に
、
程
な
く
消
失
せ
ぬ
、
雪
の
せ
い
と
か
や
。
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１２ 

年
一
二
月
）
、
河
内
の
国
を

い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
劇
中
、
大
雪
に
遭
遇
し
た
旅
の
僧
の
前
に
現
れ
た
里
の
女
が
、
我
が
家
へ
案
内
し
て
語
っ
た
「
雪
鬼
の
物
語
」
に
耳
を

澄
ま
す
と
、
分
か
る
。
彼
女
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

禄
記
』
（
続
群
書
類
従
第
二
十
輯
上
）
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
の
は
徳
江
元
正
氏
の
論
考
「
交
野
の
雪
の
鬼
な
れ
ｌ
『
雪
鬼
』
の
本

説
ｌ
」
（
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
棚
号
、
一
九
八
七
年
六
月
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
考
に
導
か
れ
、
作
品
を
検
討
し
た
結
果
、
筆
者
は
世
阿
弥
の

後
継
者
で
あ
る
金
春
禅
竹
時
代
の
作
品
と
考
え
て
い
る
が
言
国
立
能
楽
堂
上
演
資
料
集
４
雪
鬼
」
国
立
能
楽
堂
調
査
養
成
課
編
、
一
九
九
三

年
一
二
月
）
、
河
内
の
国
を
舞
台
に
、
交
野
の
雪
鬼
の
女
と
在
原
業
平
と
の
歌
説
話
に
基
づ
い
て
創
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
雪
鬼
の
女
と
は

意
訳
す
れ
ば
、
深
い
谷
間
に
降
り
積
っ
た
雪
が
魂
を
持
ち
、
人
体
と
な
っ
た
、
そ
の
姿
は
女
で
、
女
は
人
に
見
え
る
こ
と
が
稀
で
、
心

一
筋
に
深
く
思
う
の
で
、
恐
ろ
し
く
、
人
に
見
え
ず
、
恐
ろ
し
い
も
の
は
鬼
に
似
て
い
る
の
で
、
女
を
鬼
に
譽
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
種
、
雪
の
精
、
雪
の
妖
精
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
後
場
で
真
実
の
雪
鬼
の
姿
を
現
わ
す
も
の
の
、
詞
章
の
上
で
〈
山
姥
》
の
よ
う
に
、
そ
の
姿
を
形
容
す
る
直
接
の
表
現
は
な
い
。

登
場
の
後
の
シ
テ
と
ワ
キ
と
の
会
話
を
見
て
も
、

［
ク
リ
］
地
謡
そ
れ
雪
鬼
と
い
つ
ば
、
も
と
よ
り
悪
心
の
鬼
に
も
あ
ら
ず
、
年
ふ
る
雪
の
高
根
高
根
、
深
谷
の
岩
間
に
凝
り
固

ま
っ
て
、
お
の
づ
か
ら
化
生
の
人
体
と
な
る
。

［
サ
シ
］
シ
テ
そ
の
姿
は
女
な
り
。
地
謡
女
は
人
に
見
ゆ
る
こ
と
稀
に
し
て
、
一
念
深
く
怖
ろ
し
き
な
り
。

、
ン
｜
テ

人
に
見
え
ず
恐
ろ
し
き
心
は
、
た
だ
こ
れ
鬼
に
似
た
れ
ば
と
て
、
地
謡
女
を
鬼
に
薑
へ
た
り
。
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１３能面「雪鬼」考

両
者
に
は
、
妖
精
と
い
う
共
通
項
も
あ
る
が
、
山
の
妖
精
の
〈
山
姥
〉
に
対
し
、
雪
の
妖
精
の
〈
雪
鬼
》
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
ま
た

年
老
い
た
女
と
、
若
い
女
と
い
う
対
比
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
表
現
す
る
か
。
室
町
時
代
の
面
打
ち
た
ち
は
挑
戦
し
た
は
ず
だ
。
私
は
、

伝
存
す
る
作
例
か
ら
判
断
し
て
、
室
町
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
「
山
姥
」
の
面
の
様
式
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い

る
が
、
そ
れ
と
同
様
に
「
雪
鬼
」
の
面
も
工
夫
さ
れ
、
様
式
が
生
ま
れ
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

そ
の
根
拠
と
し
て
、
山
に
棲
む
鬼
女
の
「
山
姥
」
、
あ
る
い
は
海
中
に
棲
む
酒
好
き
の
妖
精
で
赤
い
顔
の
「
猩
々
」
、
あ
る
い
は
盲
目
者

の
「
弱
法
師
」
や
「
景
清
」
、
あ
る
い
は
源
三
位
頼
政
の
霊
が
か
け
る
「
頼
政
」
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
曲
に
の
み
用
い
る
専
用
面
は
、

作
品
の
成
立
と
平
行
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
雪
鬼
」
の
面
も
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
《
山
姥
〉
は
世
阿
弥
が
演
じ
て
い
る
し
、
『
申
楽
談
儀
』
に
よ
れ
ば
、
宝
生
方
に
あ
る
「
顔
細
き
尉
」
の
面
を
「
時
々
、

と
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
《
雪
鬼
》
の
後
の
面
を
考
え
る
と
き
、
先
述
し
た
『
舞
芸
六
輪
之
次
第
」
に
「
後
ハ
山
う
ば
の
ご
と

し
」
と
あ
る
記
事
が
唯
一
の
手
が
か
り
で
あ
り
、
こ
の
〈
雪
鬼
〉
の
女
の
表
象
も
ま
た
〈
山
姥
〉
以
上
に
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

［
掛
合
］
ワ
キ
げ
に
有
難
や
も
と
よ
り
も
、
有
情
非
情
は
隔
て
な
き
、
こ
れ
ぞ
ま
こ
と
の
雪
鬼
の
シ
テ
も
と
よ
り
わ
れ

は
鬼
に
は
あ
ら
ず
、
恐
れ
給
ふ
な
わ
れ
の
み
か

［
歌
］
地
謡
陸
奥
の
、
安
達
原
の
塚
に
こ
そ
、
安
達
原
の
塚
に
こ
そ
、
鬼
籠
も
れ
り
と
聞
き
し
も
の
を
、
．
…
：
。

［
サ
シ
］
シ
テ
わ
れ
雪
鬼
の
女
な
る
が
、
御
僧
の
今
の
み
法
に
引
か
れ
、
こ
れ
ま
で
顕
は
れ
参
り
た
り
、
よ
く
弔
ひ
て
た
び
給

へ
。

八

山
の
妖
精
と
雪
の
妖
精
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１４ 

ざ
い
す

源
一
二
位
に
彩
色
き
て
着
ら
れ
し
也
」
と
あ
る
か
ら
、
「
源
一
一
一
位
」
す
な
わ
ち
〈
頼
政
》
に
用
い
る
面
の
様
式
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

も
推
測
で
き
る
。
近
年
発
見
さ
れ
た
『
応
永
三
十
五
年
番
組
』
（
八
蔦
幸
子
「
応
永
舟
四
年
漬
能
記
録
」
『
観
世
」
平
成
十
二
年
八
月
号
）
に

よ
っ
て
興
福
寺
別
当
坊
で
〈
猩
々
》
を
十
一
｜
次
郎
が
演
じ
た
こ
と
も
判
明
し
た
し
、
〈
弱
法
師
》
は
正
長
二
年
（
一
四
一
一
九
）
一
一
月
、
世
阿

弥
が
書
写
し
た
能
本
の
臨
模
本
が
伝
存
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
世
阿
弥
時
代
に
存
在
し
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
〈
景
清
》
は
文
正
元
年

（
一
四
六
六
）
二
月
、
飯
尾
肥
前
守
之
種
邸
で
将
軍
足
利
義
政
の
前
で
観
世
大
夫
が
演
じ
て
お
り
、
金
春
禅
竹
の
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
曲
に
用
い
る
専
用
面
の
原
型
は
、
工
夫
さ
れ
、
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
〈
雪
鬼
》
が
江
戸
初
期
に
は
廃
絶
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
、
確
実
な
「
雪
鬼
」
の
面
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
能
〈
橋
姫
》

が
廃
絶
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
能
面
に
「
橋
姫
」
が
残
っ
て
い
る
現
象
と
逆
の
ケ
ー
ス
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
私
見
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
造
形
が
伝
わ
る
「
山
姥
」
の
面
の
中
に
、
「
雪
鬼
」
の
源
流
に
つ
な
が
り
そ
う
な
能
面
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
つ

が
、
先
程
示
し
た
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
な
ど
に
伝
わ
る
、
高
い
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
山
姥
」
と
伝

承
さ
れ
て
き
た
能
面
の
う
ち
、
実
は
、
か
っ
て
「
雪
鬼
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
人
に
よ
り
「
山
姥
」
に
改
造
さ
れ
た
り
、
類
似
面
の

「
山
姥
」
の
中
に
「
巷
り
山
姥
」
な
ど
と
し
て
含
ま
れ
て
し
ま
っ
た
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
て
い
う
な
ら
ば
、
本
籍
は

「
雪
鬼
」
で
あ
る
の
に
、
現
住
所
が
「
山
姥
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

お
ど
る

結
論
か
ら
申
し
あ
げ
れ
ば
、
面
打
ち
た
ち
は
、
「
山
姥
」
の
場
合
、
山
に
棲
む
鬼
女
、
し
か
ｊ
ｂ
年
關
け
た
女
で
、
「
髪
に
は
荊
練
の
雪
を

い
た
だ
き
、
眼
の
光
は
星
の
ご
と
し
、
さ
て
面
の
色
は
ざ
丹
塗
り
の
、
軒
の
瓦
の
鬼
の
形
」
を
手
掛
り
に
、
赤
く
彩
色
し
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ

の
よ
う
な
突
き
立
っ
た
眉
と
大
き
く
開
い
た
口
に
、
鬼
の
姿
と
山
野
を
駆
け
め
ぐ
る
野
性
味
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
降
り
積
も

九
能
面
「
雪
鬼
」
の
源
流
を
求
め
て

Hosei University Repository



１５能面「雪鬼」考

る
雪
が
魂
を
持
っ
た
雪
鬼
の
女
の
精
霊
の
「
雪
鬼
」
の
場
合
は
、
雪
の
よ
う
に
白
い
彩
色
と
、
若
い
女
性
を
示
す
た
め
に
高
い
黛
に
し
、

鞍
も
な
く
、
口
も
さ
ほ
ど
開
か
ず
、
歯
も
上
歯
（
黒
）
だ
け
と
し
、
顎
も
細
く
丸
い
顎
に
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た

い
の
で
あ
る
。
実
は
、
そ
う
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
能
面
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。

ま
ず
高
黛
の
あ
る
面
で
は
、
資
料
「
能
面
「
山
姥
」
の
位
相
」
の
１
．
２
番
の
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
の
面
で
あ
る
。
こ
の
面
の
彩

色
は
象
牙
色
で
、
裏
に
は
「
天
下
一
近
江
」
と
い
う
焼
印
が
あ
る
。
こ
の
焼
印
を
信
ず
れ
ば
、
天
下
一
近
江
す
な
わ
ち
児
玉
近
江
（
一
七

○
四
年
没
）
の
作
と
な
る
が
、
近
江
の
彩
色
に
詳
し
い
実
作
者
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
裏
の
彩
色
は
確
か
に
児
玉
近
江
の
も
の
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
表
面
の
彩
色
は
近
江
と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
写
真
に
拠
る
判
断
な
の
で
確
言
は
で
き
な
い
が
、
後
人
に

よ
っ
て
塗
り
替
え
ら
れ
る
な
ど
、
改
造
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
も
し
、
そ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
こ
の
面
の
彩
色
は
今
の
よ
う

な
象
牙
色
で
は
な
く
、
次
ぎ
の
京
都
百
萬
遍
知
恩
寺
の
面
の
よ
う
に
、
元
は
白
い
彩
色
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
、
「
雪
鬼
」
の
源

そ
の
５
番
の
百
萬
遍
知
恩
寺
の
面
は
、
宮
本
圭
造
氏
が
調
査
さ
れ
、
宮
本
氏
の
提
供
に
よ
る
写
真
に
基
づ
い
て
表
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

彩
色
も
乳
白
色
で
、
顎
も
細
い
。
裏
に
「
天
下
一
近
江
」
の
焼
印
が
あ
り
、
作
者
は
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
の
面
と
同
じ
く
、
児
玉
近

江
と
思
わ
れ
る
。
眼
の
虹
彩
は
、
同
じ
く
金
環
が
嵌
め
ら
れ
て
い
て
強
さ
を
秘
め
て
い
る
が
、
か
り
に
金
環
を
嵌
め
ず
、
金
泥
で
表
現
す

る
な
ら
ば
、
眼
の
表
情
が
少
し
和
ら
ぎ
、
よ
り
「
雪
鬼
」
の
源
流
に
近
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。

よ
っ
て
塗
り
替
え
ら
れ
る
な
ど
、
ヱ

な
象
牙
色
で
は
な
く
、
次
ぎ
の
一
曇

流
に
つ
な
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ほ
か
に
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
「
山
姥
」
が
存
在
す
る
。
資
料
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
八
代
の
松
井
文
庫
に
伝
わ
る
、
高
黛
の

「
山
姥
」
で
あ
る
。
『
松
井
文
庫
所
蔵
品
調
査
報
告
書
（
三
）
」
（
熊
本
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
る
と
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
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1６ 

さ
ら
に
ま
た
、
彩
色
は
象
牙
色
で
、
高
黛
の
あ
る
こ
れ
ら
の
「
山
姥
」
の
原
型
に
位
置
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
能
面
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
７
番
の
国
立
能
楽
堂
所
蔵
の
能
面
で
あ
る
。
虹
彩
に
は
金
環
を
嵌
め
、
裏
に
「
満
永
」
の
花
押
が
あ
り
、
こ
の
花
押
を
信
ず
る

な
ら
ば
、
作
者
は
古
元
休
満
永
（
一
六
七
二
年
没
）
と
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
の
も
の
よ
り
、
少
し
古
そ
う
だ

が
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
。
満
永
や
近
江
が
活
躍
し
た
時
代
に
は
、
す
で
に
様
式
が
整
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
の
で
彩
色
は
不
明
で
あ
る
が
、
鮫
も
な
い
。
眼
に
は
金
環
が
嵌
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
穏
や
か
で
、
口
の
開
き
具
合
も
さ
ほ
ど
鋭
く

な
く
、
全
体
に
品
の
い
い
「
山
姥
」
で
あ
る
。
写
真
と
説
明
に
よ
れ
ば
、
裏
面
に
は
朱
陰
刻
銘
「
新
座
」
が
施
さ
れ
て
い
る
。
備
考
に

「
山
姥
」
専
用
面
の
山
姥
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
造
形
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
黛
を
描
い
て
あ
る
も
の
は
初
見
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
、
野
生

の
大
き
さ
を
主
張
す
る
す
ぐ
れ
た
山
姥
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
も
し
、
彩
色
が
、
雪
の
白
さ
を
思
わ
せ
る
白
な
い
し
乳
白
色
な
ら
ば
、
能

面
「
雪
鬼
」
の
源
流
に
連
な
る
面
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
古
く
、
お
そ
ら
く
こ
の
タ
イ
プ
の
源
流
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
「
山
姥
」
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
４

番
の
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
所
蔵
の
「
山
姥
」
で
あ
る
。
平
成
十
七
年
十
一
一
月
一
一
十
三
日
か
ら
平
成
十
八
年
一
一
月
五
日
ま
で
、
東
京
の

江
戸
東
京
博
物
館
で
開
か
れ
た
「
特
別
展
山
内
一
豊
と
そ
の
妻
」
に
出
品
さ
れ
て
い
た
。
図
録
に
も
、
カ
ラ
ー
で
掲
載
さ
れ
て
い
て
、

「
川
山
姥
出
目
是
閑
吉
満
桃
山
時
代
高
知
・
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
蔵
」
と
あ
る
。
写
真
と
解
説
に
よ
れ
ば
、
彩
色
は
象
牙
色

で
、
毛
書
き
（
起
筆
）
は
垂
直
、
鮫
は
な
い
。
眼
は
ギ
ン
ナ
ン
型
。
解
説
に
よ
れ
ば
、

大
き
さ
は
、
縦
一
二
・
一
一
一
、
幅
一
四
・
八
。
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１７能面「雪鬼」考

と
あ
る
。
虹
彩
に
は
金
泥
を
施
し
、
白
目
の
部
分
は
赤
く
、
鼻
は
小
鼻
が
張
っ
て
い
る
。
口
は
開
き
、
歯
は
上
下
あ
り
、
顎
は
細
い
。
こ

れ
ま
で
み
て
き
た
高
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
の
面
の
な
か
で
は
、
な
か
な
か
素
晴
ら
し
い
面
で
、
裏
面
の
焼
印
「
天
下
一
是
閑
」
を
信
ず
る

な
ら
ば
、
是
閑
吉
満
（
一
六
一
六
年
没
）
の
作
品
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
先
に
述
べ
た
満
永
の
作
品
も
近
江
の
作
品
も
、
こ

の
吉
満
の
作
品
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
す
で
に
吉
満
の
頃
に
は
、
象
牙
色
の
彩
色
に
高
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
の
造
形
が
確
立
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ
型
眉
の
面
の
な
か
に
も
「
雪
鬼
」
の
源
流
を
想
像
さ
せ
る
面
が
あ
る
。
｜
っ
が
肥
番
の
観
世
文
庫
所
蔵
の
面
で
あ

る
。
以
下
に
述
べ
る
特
徴
は
、
同
文
庫
よ
り
提
供
を
受
け
た
カ
ラ
ー
写
真
に
よ
る
が
、
あ
わ
せ
て
観
世
清
和
編
『
○
冨
○
弓
巴
（
桧
書
店
、

二
○
○
五
年
）
掲
載
の
カ
ラ
ー
写
真
や
、
他
の
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
も
参
照
し
た
（
片
山
家
に
も
そ
の
写
し
が
あ
る
と
い
う
）
。

彩
色
は
乳
白
色
で
、
毛
書
き
の
起
筆
は
垂
直
、
鮫
は
な
い
。
眼
は
ギ
ン
ナ
ン
型
で
、
虹
彩
は
金
泥
が
施
さ
れ
、
白
目
の
部
分
は
黒
く
、

鼻
は
小
鼻
が
張
っ
て
い
る
。
口
は
大
き
く
開
き
、
歯
は
上
下
を
見
せ
、
顎
は
や
や
細
い
。
作
者
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
の
『
申
楽
談
儀
』

の
面
の
事
に
見
え
る
、
鬼
面
の
上
手
と
い
わ
れ
た
近
江
猿
楽
の
赤
鶴
の
作
と
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
、
赤
鶴
作
の
判
定
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
面
が
古
作
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
白
い
彩
色

山
に
棲
む
、
鬼
女
と
仙
女
の
性
格
を
併
せ
も
つ
老
女
の
相
を
表
し
て
い
る
。
「
髪
に
は
お
ど
る
の
雪
を
頂
き
、
眼
の
光
は
星
の
ご
と

し
」
と
い
う
謡
の
通
り
、
白
と
黒
の
毛
書
き
で
白
髪
を
表
わ
し
、
見
開
い
た
目
の
虹
彩
に
は
金
泥
を
施
す
。
裏
面
に
は
「
天
下
一
是

閑
」
の
焼
印
が
あ
る
。
出
目
是
閑
吉
満
は
、
秀
吉
か
ら
「
天
下
こ
の
名
乗
り
を
許
さ
れ
た
名
工
で
、
大
野
出
目
家
の
祖
と
な
っ
た
。

（
尾
本
）
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１８ 

も
う
一
つ
が
、
別
番
の
宝
生
宗
家
の
「
替
り
山
姥
」
の
面
で
あ
る
。
先
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
類
例
を
見
な

い
面
だ
。
彩
色
は
乳
白
色
、
毛
書
き
の
起
筆
は
垂
直
、
額
に
刻
ま
れ
た
二
本
の
雛
と
眉
間
の
雛
、
そ
し
て
大
き
く
ゆ
る
や
か
に
窪
ん
だ
眼

窩
な
ど
、
い
か
に
も
「
老
女
」
の
表
情
で
あ
る
が
、
し
か
し
ギ
ン
ナ
ン
型
の
眼
、
虹
彩
に
金
環
を
嵌
め
、
白
目
の
部
分
は
赤
く
、
鼻
は
尋

常
で
、
口
は
少
し
開
き
、
歯
は
上
歯
だ
け
見
せ
る
。
顎
は
細
く
四
角
く
、
何
か
霊
気
の
漂
う
強
さ
と
凄
さ
を
湛
え
つ
つ
、
そ
れ
を
グ
ッ
と

内
面
に
秘
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
面
の
最
大
の
特
徴
と
魅
力
が
あ
る
と
考
え
る
。
作
者
は
、
世
阿
弥
の
「
申
楽
談
儀
』
の
面
の
事
に

見
え
る
、
越
前
の
龍
右
衛
門
の
作
と
伝
え
て
い
る
。
赤
鶴
と
同
様
に
龍
右
衛
門
の
作
の
判
定
も
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
面

も
古
作
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

橋
岡
一
路
氏
の
詳
細
な
解
説
は
、
こ
の
面
の
造
形
が
い
か
に
傑
出
し
て
い
る
か
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
が
、
橋
岡
氏
も
述

べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
下
地
に
「
丹
」
を
塗
り
こ
め
て
、
上
塗
り
に
陶
土
で
あ
る
白
土
（
は
く
ど
。
の
雪
）
を
薄
く
塗
っ
て
い
る
。
そ
の

下
地
の
丹
塗
り
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
で
、
表
面
は
、
あ
た
か
も
雲
母
（
キ
ラ
）
彩
色
の
よ
う
に
陶
土
の
粒
子
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
を
放
ち
、

と
、
金
泥
を
施
し
た
虹
彩
が
、
超
自
然
的
な
存
在
で
あ
る
白
い
雪
の
精
を
想
像
さ
せ
る
。
ヤ
マ
ア
ラ
シ
型
の
眉
や
、
開
い
た
口
の
形
と
色

は
、
何
か
不
気
味
さ
と
精
惇
な
感
じ
さ
え
与
え
る
。
こ
の
ま
ま
で
も
〈
雪
鬼
》
に
使
え
そ
う
な
相
貌
で
あ
る
が
、
か
り
に
、
鬼
性
を
表
す

ヤ
マ
ア
ラ
シ
型
眉
を
高
黛
に
変
え
る
な
ら
ば
、
筆
者
が
想
像
す
る
「
雪
鬼
の
女
」
に
さ
ら
に
近
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

な
お
、
平
成
十
六
年
一
月
十
六
日
か
ら
二
月
十
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
国
立
能
楽
堂
開
場
二
十
周
年
記
念
特
別
展
示
「
徳
川
家
の
能
」

の
図
録
（
発
行
・
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
編
集
・
国
立
能
楽
堂
調
査
養
成
課
、
二
○
○
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
観
世
宗
家
の
こ
の
面

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
面
が
水
戸
徳
川
家
に
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
写
し
と
思
わ
れ
る
。
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
『
東
照
宮
御
譲
品
縮
図
』
に
描
か

れ
て
い
る
山
姥
の
図
は
、
彩
色
の
白
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
て
、
見
開
い
た
眼
や
、
赤
い
唇
と
黒
い
歯
が
不
気
味
で
あ
る
。
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１９能面「雪鬼」考

何
か
妖
精
の
霊
気
が
迫
っ
て
く
る
よ
う
な
趣
を
湛
え
て
い
る
。
し
か
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
世
の
者
で
な
い
超
自
然
的
な
存
在
を
象

し
ず

徴
す
る
金
環
を
慎
め
た
眼
は
、
同
じ
く
金
環
を
嵌
め
た
他
の
「
山
姥
」
の
面
よ
り
も
奥
深
く
、
ま
さ
に
「
白
い
雪
の
精
室
巫
」
を
坊
佛
と
さ

せ
る
。
橋
岡
氏
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
確
か
に
少
し
開
け
ら
れ
た
口
は
強
い
意
志
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

宝
生
家
で
の
「
替
り
山
姥
」
と
い
う
呼
称
も
、
「
山
姥
」
の
範
囑
超
え
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
高
黛
で

な
い
点
が
気
に
か
か
る
が
、
本
籍
は
、
限
り
な
く
「
雪
鬼
」
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
筆
者
は
、
高
い
黛
の
あ
る
、
若

い
「
雪
鬼
」
の
面
を
想
定
し
て
い
る
が
、
類
似
の
「
山
姥
」
に
様
々
の
位
相
を
見
た
よ
う
に
、
「
雪
鬼
」
の
な
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
位
相

の
存
在
を
想
像
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
今
、
提
示
し
た
様
々
な
要
素
が
収
敷
さ
れ
総
合
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
「
雪
鬼
」

面
の
像
が
結
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
《
雪
鬼
》
の
復
曲
に
際
し
能
本
を
作
成
し
た
が
、
そ
の
時
、
深
山
の
霊
気
が
凝
り
固
ま
っ
た
超
自
然
的
存
在
と
も

い
う
べ
き
山
姥
の
、
山
廻
り
が
雄
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
《
山
姥
》
に
は
哲
学
が
あ
り
、
小
品
な
が
ら
、
年
ふ
る
雪
が
凝
り
固
ま
っ
て
雪

鬼
の
女
と
な
っ
た
物
語
の
《
雪
鬼
》
に
は
、
何
よ
り
も
美
し
い
詩
情
が
あ
る
と
把
握
し
た
。
そ
し
て
、
雪
の
交
野
を
舞
台
に
、
年
ふ
る
雪

が
魂
を
持
っ
た
雪
の
精
霊
で
あ
る
雪
鬼
の
、
業
平
へ
の
思
慕
と
、
は
か
な
く
消
え
行
く
哀
し
さ
を
も
湛
え
、
清
ら
か
で
純
粋
な
中
に
強
さ

を
秘
め
た
雪
鬼
の
姿
を
詩
情
豊
か
に
描
き
た
い
と
考
え
た
。
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
も
感
じ
さ
せ
た
い
、
そ
う
し
た
心
象
風
景
も
描
写
し

た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
後
場
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
舞
の
前
後
か
ら
結
び
ま
で
の
詞
章
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

［
詠
］
シ
テ
雪
を
廻
ら
す
花
の
袖
地
謡
月
に
と
返
す
快
か
な
。

十
能
〈
雪
鬼
》
の
本
然
の
姿
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2０ 

雪
鬼
の
女
は
、
月
下
に
、
文
字
通
り
廻
雪
の
花
の
袖
を
翻
し
つ
つ
、
美
し
く
舞
を
舞
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
少
し
思
慮
が
足
り
な
か
っ
た
。
［
ワ
カ
］
の
あ
と
か
ら
結
び
ま
で
の
詞
章
を
読

み
直
し
た
時
、
思
い
出
し
た
の
が
、
初
演
の
折
に
、
横
道
萬
里
雄
氏
が
話
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
「
こ
の
能
は
、
嵐
に
も
吹
雪
に
も
出
来

る
」
と
。
虚
心
坦
懐
に
詞
章
を
読
む
と
、
［
ワ
カ
］
の
あ
と
か
ら
、
［
詠
］
「
嵐
激
し
き
、
雲
の
は
た
て
に
、
す
は
降
る
雪
の
、
ふ
し
き
だ

つ
冬
」
、
と
歌
い
進
ん
で
、
〔
立
回
り
〕
か
ら
［
ノ
リ
地
］
に
続
く
結
末
を
想
像
す
る
時
、
よ
り
、
そ
の
感
を
深
く
す
る
。

そ
し
て
能
面
「
雪
鬼
」
の
造
型
を
想
定
す
る
う
ち
、
こ
の
能
は
、
た
お
や
か
さ
を
湛
え
つ
つ
、
内
面
に
は
も
っ
と
強
靭
な
も
の
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
雪
鬼
の
女
は
、
雲
母
彩
色
の
よ
う
な
白
く
光
る
面
を
か
け
、
頭
に
は
白
頭
を
戴
き
、
白
頭
を
な
び
か
せ
な
が
ら
、
舞
い
、
演

じ
た
と
想
像
す
る
。
そ
し
て
、
雪
嵐
や
、
吹
雪
を
も
描
写
し
て
こ
そ
、
こ
の
曲
の
本
然
の
姿
に
近
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

［
ノ
リ
地
］
シ
テ
山
々
峰
々
地
謡
山
々
峰
々
、
尾
上
の
谷
の
戸
に
、
降
り
た
る
雪
の
、
積
も
り
積
も
り
て
、
岩
が
根
な

れ
や
、
凝
り
固
ま
っ
て
、
年
ふ
る
雪
の
シ
テ
鬼
と
な
っ
て
地
謡
住
む
や
交
野
の
、
雪
の
夜
も
、
明
け
行
く
ま
ま
に
、

姿
は
薄
雪
の
、
消
え
消
え
と
な
り
果
て
て
、
失
せ
に
け
り
。

［
〈
認
］
シ
テ
］

〔
立
回
り
〕

［
ワ
カ
］
シ
テ
月
雪
の
、
い
ず
く
と
て
も
、
住
ま
ば
こ
そ
地
謡
交
野
の
御
野
の
、
雪
の
曙
、
雪
の
曙
。

［
〈
詠
］
シ
テ
嵐
激
し
き
、
雲
の
は
た
て
に
地
謡
す
は
降
る
雪
の
、
ふ
し
き
だ
つ
冬
。

〔
盤
渉
序
ノ
舞
〕
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２１能面「雪鬼」考

ま
た
、
元
和
二
年
下
川
丹
波
守
重
次
奥
書
の
笛
伝
書
「
梅
花
集
』
（
藤
田
家
蔵
）
や
、
笛
彦
兵
衛
の
秘
伝
を
含
む
笛
伝
書
の
『
遊
舞
集
』

（
宝
永
六
年
中
村
源
助
の
再
写
。
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）
な
ど
の
笛
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
雪
鬼
の
シ
テ
は
序
ノ
舞
を
舞
う
が
、
舞
に
入
る
直

前
の
［
詠
］
「
雪
を
廻
ら
す
花
の
袖
月
に
と
返
す
快
か
な
」
に
注
目
す
る
時
、
現
在
《
山
姥
》
に
残
っ
て
い
る
特
殊
演
出
の
「
白
頭
」

で
舞
う
「
雪
月
花
の
舞
」
は
、
元
々
は
く
雪
鬼
》
に
あ
っ
た
舞
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
〈
雪
鬼
》
が
退
転

し
た
た
め
〈
山
姥
〉
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
「
雪
鬼
」
の
面
も
「
山
姥
」
の
面
の
中
に
含
ま
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
想
像
の
翼
を
広
げ
て
い
る
。

今
回
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
所
蔵
の
高
い
黛
の
あ
る
「
山
姥
」
を
出
発
点
と
し
て
、
能
面
「
山
姥
」
の
位
相
に
着
目
し
つ
つ
、

実
際
に
拝
見
し
た
能
面
や
図
録
に
掲
載
の
写
真
を
基
に
検
討
し
つ
つ
、
能
面
「
雪
鬼
」
の
造
形
を
求
め
、
一
つ
の
仮
説
を
立
て
て
み
た
。

ざ
い
す

世
阿
弥
が
「
顔
細
き
尉
の
面
」
を
「
時
々
、
源
三
位
に
彩
色
き
て
着
」
た
と
い
う
『
申
楽
談
儀
』
第
二
十
二
条
の
記
事
か
ら
は
、
使
用

曲
に
応
じ
て
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
し
、
能
面
作
家
の
見
市
泰
男
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
「
孫
次
郎
」
を
「
猩
々
」

に
、
「
悪
尉
」
の
髭
を
除
去
し
て
「
山
姥
」
に
改
造
し
た
り
、
耳
を
削
り
取
っ
て
「
山
姥
」
に
改
造
し
、
「
蛇
」
を
「
黒
髭
」
に
改
造
し
た

作
例
も
あ
っ
て
、
能
面
の
造
形
様
式
が
、
近
世
間
近
ま
で
多
様
と
混
沌
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
能
面
の
様
式
研
究
は
、
簡
単
に
結
論
の
出
な
い
困
難
な
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
提
示
し
た
仮
説
も
、
そ
れ
を

証
明
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
い
つ
か
、
こ
の
仮
説
を
立
証
す
る
資
料
が
出
現
す
る
こ
と
を
願
い
、
拙
稿
を
終
え
る

こ
と
に
し
た
い
。

十
一
多
様
と
混
沌
の
中
か
ら
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2２ 

付
記

．
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
二
○
○
六
年
五
月
十
二
日
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
立
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
能
楽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

花
伝
心
よ
り
心
に
伝
ふ
る
花
」
（
主
催
函
東
京
大
学
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ス
テ
ィ
ッ
ベ
ル
ト
美
術
館
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
市
シ

ン
バ
レ
ン
文
化
協
会
、
後
援
亜
日
本
大
使
館
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
）
で
、
筆
者
は
「
現
代
に
蘇
る
古
典
：
復
曲
能
と
再

創
造
」
と
題
す
る
発
表
を
行
い
、
《
雪
鬼
》
の
復
曲
に
つ
い
て
も
触
れ
た
が
、
そ
の
時
は
、
美
術
館
の
ご
好
意
で
、
高
い
黛
の
あ
る
面
を
会
場

に
飾
っ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
金
剛
流
の
実
技
を
教
え
て
い
る
モ
ニ
ッ
ク
・
ア
ル
ノ
ー
氏
は
、
美
術
館
側
の
英
断
で
、
そ
の
面
を
か
け
て

舞
嘱
子
〈
山
姥
》
の
キ
リ
を
舞
わ
れ
た
。
や
は
り
能
面
は
、
演
者
に
よ
っ
て
魂
が
吹
き
込
ま
れ
る
と
の
思
い
を
強
く
す
る
と
と
も
に
、
会
場

を
埋
め
た
人
々
と
共
感
し
た
こ
と
も
印
象
に
残
る
、
有
意
義
な
研
究
集
会
で
あ
っ
た
。

・
本
稿
は
二
○
○
六
年
九
月
一
一
十
七
日
か
ら
一
一
一
十
日
ま
で
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
で
開
か
れ
た
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｒ
Ｓ
（
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
）
の

年
次
大
会
で
発
表
し
た
「
能
面
「
雪
鬼
』
考
」
の
草
稿
を
基
に
、
さ
ら
加
筆
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
に
際
し
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
教
示
い
た
だ
い
た
、
橋
岡
一
路
氏
、
亀
田
邦
平
氏
、
見
市
泰
男
氏
、
香
川
靖
嗣
氏
、
国
立
能
楽
堂
、
門
脇
幸
江
氏
、
杉

山
未
菜
子
氏
、
今
回
、
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
観
世
文
庫
、
観
世
清
和
氏
、
お
よ
び
、
ご
高
配
い
た
だ
い
た
宝
生
和
英
氏
、
ス
テ
ィ
ッ

ベ
ル
ト
美
術
館
に
対
し
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
発
表
資
料
の
作
成
に
あ
た
り
、
写
真
の
複
写
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

た
め
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
加
藤
泰
昭
氏
に
対
し
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
配
布
資
料
の
印
刷
に
は
、
寺
尾
奈
緒
子
氏
の

助
力
を
得
た
。
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２３能面「雪鬼」考

0４０３０２０１ 

、
金
剛
宗
家

、
三
井
文
庫

砺
百
高
通
知
恩
寺

乳
白
色
垂
直
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鎮
赤
い
小
鼻
張
る
開
く
（
上
唇
水
平
）
上
下
細
く
丸
い

、
国
立
能
楽
堂

象
牙
色
垂
直
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鍾
赤
い
小
鼻
張
る
開
く
（
上
唇
水
平
）
上
下
細
い

⑫
金
春
宗
家

８
宇
佐
八
幡
宮

Ｂ
ヤ
マ
ア
ラ
シ
型
眉
の
あ
る
山
姥

所
蔵
者

彩
色

（
起
筆
）

９
金
春
宗
家

赤
茶
色

Ａ
高
黛
（
殿
上
眉
）
の
あ
る
山
姥

所
蔵
者

彩
色
毛
書
き

雛
眼

虹
彩

白
目

鼻
ロ

歯
顎

作
者

（
起
鉱
）

ス
テ
ィ
ッ
ペ
ル
ト
美
術
館
象
牙
色
垂
直

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
銅

赤
い
小
鼻
張
る
開
く
（
上
唇
水
平
）
上
下
細
く
丸
い

児
玉

同
（
横
）
｜

（
～
 

福
岡
市
博
物
館

黄
土
色
垂
直

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鐘

赤
い
尋
常

開
く
（
上
唇
水
平
）
上
下
細
く
丸
い

不
明

土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
象
牙
色
垂
直

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
泥

赤
い
小
鼻
張
る
開
く
（
上
唇
微
波
）
上
下
細
く
丸
い

是
閑

資
料
能
面
「
山
姥
」
の
位
相

彩
色
毛
書
き

籔
眼

虹
彩

白
目

鼻
ロ

歯
顎

作
者

（
起
筆
）

赤
茶
色
斜
め

あ
り
ド
ン
グ
リ
型
金
鍾

赤
い
小
鼻
張
る
水
平
に
大
き
く
開
く
上
下
や
や
細
い

不
明

部
”
錘
錘
瞼
を
強
調

ど
に
戯

赤
銅
色
斜
め

あ
り
ド
ン
グ
リ
型
金
鍾

代
諸
色
垂
直

あ
り
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鍾

赤
茶
色
斜
め

な
し
下
が
り
目

金
鎖

黒
い
尋
常

大
き
く
開
く

上
下
丸
み
消
え
る

頬
が
こ
げ
る

白
茶
色
垂
直

な
し
ド
ン
グ
リ
型
金
鍾

赤
い
小
鼻
張
る
水
平
に
大
き
く
開
く
上
下
（
墨
や
や
細
い

＊
こ
の
面
は
剥
落
も
著
し
く
、
使
用
に
耐
え
な
い
が
、
創
成
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る

赤口赤
い元い

小
鼻
張
る
や
や
開
く

額
・
目
尻
・

尋
常

や
や
開
く

上
下

（
牙
あ
り
）
広
い

上
下
｛
墨
や
や
細
い

伝
赤
鶴

二
四
世
紀
）

伝
福
来

二
四
世
紀
）

千
種二
四
世
紀
）

児
玉
近
江

（
～
一
七
○
四
）

不
明

是
閑
吉
満

（
～
一
六
一
六
）

児
玉
近
江

（
～
一
七
○
四
）

古
元
休
満
永

（
～
一
六
七
二
）

不
明
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2４ 

１９ 1８１７ 2０ 2４２３２２ 2１ 

焔
福
岡
市
博
物
館

黄
土
色
垂
直
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
泥
黒
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く
上
下
細
く
丸
い

咽
金
春
宗
家

赤
茶
色
垂
直
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
．
金
鍾
黒
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く
上
下
丸
み
な
し

咀
金
春
宗
家

ｕ
松
井
文
庫

弱
梅
若
六
郎
家

妬
宝
生
宗
家

水
戸
徳
川
家

乳
白
色
垂
直
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
泥
黒
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く
上
下

（
東
照
宮
御
譲
品
縮
図
裏
・
実
物
】
＊
こ
の
縮
図
は
一
八
五
五
年
の
成
立

宝
生
宗
家

白
茶
色
垂
直
あ
り
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鎧
赤
い
小
鼻
張
る
開
く

上
下

乱
れ
髪
（
黒
）
眉
間

佐
野
美
術
館

珊
瑚
色
斜
め
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鍾
赤
い
小
鼻
張
る
開
く
（
上
唇
微
波
）
上
下

＊
こ
の
面
は
、
本
来
あ
っ
た
耳
を
削
り
取
っ
て
彩
色
を
塗
り
替
え
た
改
造
面
（
見
市
泰
男
氏
の
ご
教
示
）
。

魚
町
能
楽
会

赤
い
斜
め
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鐙
赤
い
小
鼻
張
る
開
く
（
上
唇
微
波
）
上
下

魚
町
能
楽
会

代
諸
色
垂
直
あ
り
ド
ン
グ
リ
型
金
鍾
赤
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く
工
唇
水
玉
上
下

三
井
文
庫

白
茶
色
斜
め
な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鐙
赤
い
尋
常
開
く
（
上
唇
水
平
）
上
下

彦
根
井
伊
家

観
世
文
庫

赤
銅
色
垂
直

乳
白
色
垂
直

赤
銅
色
垂
直

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
泥

黒
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く

上
下
細
い

赤
茶
色
垂
直

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鐙

赤
い
や
や
広
い
大
き
く
開
く

上
下
や
や
細
い

赤
茶
色
斜
め
あ
り
ド
ン
グ
リ
型
金
鐙
赤
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く
上
太
い

伝
赤
鶴

（
黒
）
頬
眉
間

（
歯
茎
を
見
せ
る
）

二
四
世
紀
）

＊
耳
が
あ
り
、
口
の
周
辺
や
顎
に
植
毛
痕
が
確
認
で
き
、
元
は
悪
尉
系
の
面
で
あ
っ
た
か
。
彩
色
を
塗
り
替
え
た
改
造
面
（
見
市
泰
男
氏
の
ご
教
示
）
。

乳
白
色
垂
直
あ
り
ギ
ン
ナ
ン
型
金
鐙
赤
い
尋
常
少
し
開
く

上
細
い
四
角
髄
右
衛
門

二
四
世
紀
）

＊
こ
の
面
は
類
例
が
な
い
穏
や
か
な
面
で
宝
生
家
で
は
「
替
山
姥
」
と
呼
び
、
特
別
演
出
「
白
頭
」
に
限
っ
て
使
用
す
る
。

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型

な
し
ギ
ン
ナ
ン
型

金金
泥泥

黒
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く

黒
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く

上
下
や
や
細
い

上
下
や
や
細
い

細
い

不
明

細
み
消
え
る
不
明

細
い

伝
徳
若

二
四
世
紀
）

や
や
細
い

や
や
細
い

細
い

二
郎
左
衛
門
満
照

二
六
世
紀
）

是
閑
吉
満

（
～
一
六
一
六
）

是
閑
吉
満

（
～
一
六
一
六
）

伝
赤
鶴
の
写
し

二
四
世
紀
）

不
明

伝
赤
鶴

（
ｕ
世
紀
）

不
明

河
内
家
重
の
写
し

（
～
一
六
五
七
）

不
明
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２５能面「雪鬼」考

”
佐
野
美
術
館

ｃ
高
黛
と
ヤ
マ
ア
ラ
シ
型
眉
の
あ
る
山
姥

所
蔵
者

彩
色
毛
書
き
籔

眼
虹
彩
白
目
鼻

ロ
彩
色

（
起
筆
）

赤
銅
色

＊
こ
の
面
は
、
高
黛
の
ほ
か
に
ヤ
マ
ア
ラ
シ
型
の
眉
も
あ
る
複
合
型
の
山
姥
で
、
非
常
に
珍
し
い
。
ヤ
マ
ア
ラ
シ
眉
は
多
少
乱
雑
で
、
後
で
描
き
足
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

額
の
雛
や
口
の
周
り
の
鮫
な
ど
か
ら
姥
を
基
調
に
造
形
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
高
黛
の
意
味
が
今
ひ
と
つ
掴
め
な
い
。
友
閑
は
是
閑
の
後
継
者
。
以
上
、
見

市
泰
男
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

垂
直

あ
り
ギ
ン
ナ
ン
型
金
銅

赤
い
小
鼻
張
る
大
き
く
開
く

上
下
細
み
消
え
る
友
閑
満
庸

〈
～
一
六
五
二
）

歯
顎

作
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